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【方法】CE-2（クレア）で給餌した Wistar 系妊娠ラットの妊娠 15 日目
に VPA（150, 300 mg/kg）を単回経口投与した。一方 1-BPは、一定蒸気




経細胞入出力特性を表す E-S potentiationを解析した。 
【結果と考察】VPA群、1-BP群ともに、開眼前における電気刺激への応
答性が亢進（PS 振幅の増大）した。E-S potentiation の解析から、1-BP
群における PS 振幅の増大にはシナプス入力の増強が寄与していること







刺激応答性と E-S potentiationの解析が有用であることが示唆された。 
